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はじめに

「体験寺子屋事業」は、様々な体験活動の機会や異学年・異世代との交流の場を創設する

ことにより、子供たちの豊かな人間性や社会性を育むとともに地域コミュニティの創設・

醸成を目指す事業です。県では、「体験寺子屋事業」を実施する団体を応援するため、実施

に要する費用の一部を補助しています。

本実践事例集は、県内各地域で補助金を活用して実施された「体験寺子屋事業」の取組

内容を広く紹介するために作成しました。各地域での取組を参考に、「体験寺子屋事業」の

更なる推進及び活動内容のより一層の充実のため、御活用いただければ幸いです。

なお、補助金の交付申請、実績報告など各様式の作成については、別途「補助金交付申請

書作成マニュアル」を御参照ください。

その他不明な点がありましたら県までお問い合わせください。
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様々な体験活動の機会や異学年・異世代との交流の場を創設することにより

・子供たちの豊かな人間性や社会性を育む
・地域コミュニティの創設・醸成を目指す

⇒ 地域の教育力向上を図る

■補助対象・・・地域の民間団体
ＰＴＡ、子ども会、行政などによって組織される実行委員会や、青少年団体など地域

住民等により組織される団体が対象。（営利、政治・宗教を広める、団体間の親睦を主た

る目的としている団体は非該当）

■補助内容・・・小・中学生を対象にした宿泊、体験活動の実施
異学年交流を促進するため、参加する子供は３以上の学年を含み、５人以上とする。

■体験活動・・・地域の民間団体が計画・実施する様々な活動
子供たちの豊かな人間性や社会性を育むことを目的に、民間団体が地域のニーズに

沿って計画・実施する様々な活動をいい、原則として静岡県内で実施するものに限る。

≪補助対象となる活動例≫

自然体験、防災体験、通学合宿、農業体験、職場体験活動、異世代との交流活動など

※希望する活動が補助対象となるか不明な場合は、県までお問い合わせください。

■補助額等・・・事業実施に要する経費（備品購入費等は除く）が補助対象経費

① 日帰りの体験活動・・・・・・４万円以内
② １泊２日の宿泊体験活動・・・４万円以内
③ ２泊以上の宿泊体験活動・・・６万円以内
※補助対象経費の１／２以内の金額を補助（千円未満切捨）

第１ 体験寺子屋事業について

● 体験寺子屋事業の目的

● 補助金の交付
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本実践事例集で紹介する事例は、県内各地域で補助金を活用して実施された「体験寺子屋

事業」の取組の中から特に参考となりそうな事例を県にて選定し、一部加除修正をしてまと

めたものです。

今後、各地域において「体験寺子屋事業」の更なる推進及び活動内容のより一層の充実の

ため、御活用いただければ幸いです。

静岡県教育委員会社会教育課
（※）静岡県遊技業組合協同組合の寄附金を活用

施設・人材情報 補助金（※） 活動内容の助言

地域の民間団体
【地域住民がボランティア等で参画】

事業計画 関係機関との連絡調整 適切な指導・支援

体験活動の実施 集団生活のルールづくり 安全管理

各市町生涯学習・社会教育主管課
【補助金交付申請書の提出窓口・必要に応じ活動支援】

第２ 実践事例の紹介

● 体験寺子屋事業の実施体制

地域の子供は
地域で育てる！

学校・家庭・地域で
連携して取り組もう！
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■令和４年度（事業開始年度） 令和５年１月 31日現在

実施状況
地区内訳

西部 中部 東 部 ・ 伊 豆

日帰り ７件 ４件 １件 ２件

１泊２日 16件 １件 ６件 ９件

２泊以上 ４件 ２件 ２件 ０件

合 計 27件 ７件 ９件 11件

参加者数（見込み含む）

子供 大人

日帰り 134 名 87名

１泊２日 419 名 262名

２泊以上 89 名 51名

合 計 642 名 400名

実施団体内訳

青少年団体
子ども会 ＰＴＡ スポーツ少年団

市町事務局 市町公民館等事務局 地域住民主体

４件 ２件 10件 ２件 ８件 １件

実施された体験活動

通学合宿、防災体験、自然体験活動、野外キャンプ、カヌー体験、農業体験活動、

クラフト体験、キャリア教育、イベント運営体験、陶芸体験、座禅体験 など

第３ 参考資料

● 実施状況
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■令和４年度（事業開始年度） 令和５年１月 31日現在

・事業に参加した子供（小学生・中学生）対象【回答数：185件】
①積極的に参加することができたか？ ②一緒に参加した友達と協力できたか？

③一緒に参加した地域の大人と協力できたか？ ④活動に参加する前と比べて、自信がつたいり成長したと感じたりするか？

⑤また活動に参加したいか？

≪アンケート結果・分析≫

◎ 77.3％の子供が事業に積極的に参加することができた。

◎ 子供同士で協力（82.2％）、大人と協力（74.6％）ができた割合は共に高いが、

大人との協調性は、「ふつう」以下が 25.4％となり、子供にとってどちらかと

いうと大人との協力が難しい傾向がある。

◎ 自信や成長を感じた子供の割合が 71.3％と高いポイントとなったが、次年度

以降も活動を継続することでより効果が現れると推察する。

● アンケート結果
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・事業に参加した大人（運営含む）対象【回答数：105件】
①子供にとってどんな効果があったか？

②大人・地域にとってどんな効果があったか？

③事業の実施にあたり課題に感じていることは？
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④事業継続の意向はあるか？

≪アンケート結果・分析≫

◎ 事業に携わった大人は、事業を実施することで子供たちの協調性の向上

（82.9％）、コミュニケーション能力の向上（47.6％）、主体性・積極性

（46.7％）、知識・見聞の習得（46.7％）について効果があったと感じている。

◎ 事業を実施することで大人同士のつながりが生まれ（75.2％）、地域コミュ

ニティの醸成（40.0％）につながった。

◎ 実施者の高齢化・担い手不足（45.7％）、人手不足（38.1％）、負担が大きい

（25.7％）ことを課題に感じている。

◎ 事業実施にあたり、参加者数に制限をかける、食事や就寝時の密を避ける、

消毒アルコールの準備等の感染症対策に苦慮（29.5％）している。

◎ 57.1％が事業実施を継続する意向があるが、41.9％が検討中と回答した。

85.4％の子供たちは継続して事業へ参加したいと回答しているため、事業が

継続実施されるよう支援していく必要がある。
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体験寺子屋事業費補助金交付要綱

第１ 趣旨

知事は、地域の教育力の向上を図るため、体験寺子屋事業を実施する民間団体に対し、予算の範囲

内において、補助金を交付するものとし、その交付に関しては、静岡県補助金等交付規則（昭和31年

静岡県規則第47号）及びこの要綱の定めるところによる。

第２ 定義

(1) この要綱において「体験寺子屋事業」とは、原則として、小学校又は中学校の３以上の学年に属

する５人以上の児童又は生徒で構成された異年齢集団を対象とし、当該児童又は生徒の豊かな人間

性及び社会性を育むことを目的とした体験活動を行う事業をいう。

(2) この要綱において「民間団体」とは、ＰＴＡ、自治会その他の団体又は個人で構成された体験寺

子屋事業を実施する団体で、次のいずれにも該当するものをいう。

ア 営利を目的とせず、公益性があること。

イ 団体構成員間の親睦を主たる目的とするものでないこと。

ウ 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、又は信者を教化育成することを主たる目的とするもので

ないこと。

エ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とするものでないこ

と。

(3) この要綱において「日帰りによる体験寺子屋事業」とは、教育委員会が別に定める期間のうち４

日以上行う体験寺子屋事業（宿泊を伴う体験寺子屋事業を除く｡)をいう。

(4) この要綱において「宿泊を伴う体験寺子屋事業」とは、地域の宿泊が可能な施設であって教育委

員会が別に定めるものにおいて１泊以上宿泊しながら行う体験寺子屋事業をいう。

第３ 補助の対象及び補助率（額）

(1) 補助の対象

体験寺子屋事業に要する経費（備品購入費を除く。）

(2) 補助率（額）

別表に掲げるとおりとする。

第４ 交付の申請

(1) 提出書類 各１部

ア 交付申請書（様式第１号）

イ 事業計画書（様式第２号）

ウ 収支予算書（様式第３号）

エ 資金状況調べ（様式第４号）

オ その他必要と認める書類

(2) 提出期限

別に定める日まで

第５ 交付の条件

次に掲げる事項は、交付の決定をする際の条件となるものとする。
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(1) 次に掲げる事項のいずれかに該当する場合には、あらかじめ知事の承認を受けなければならない

こと。

ア 補助事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をしようとする場合

イ 補助事業を中止し、又は廃止しようとする場合

(2) 補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難となった場合においては、

速やかに知事に報告してその指示を受けなければならないこと。

(3) 補助金の収支に関する帳簿を備え、領収書等関係書類を整理し、並びにこれらの帳簿及び書類を

補助金の交付を受けた年度終了後５年間保管しなければならないこと。

第６ 軽微な変更

第５(1)アに定める軽微な変更とは、次に掲げる変更以外の変更をいう。

(1) 実施日の変更

(2) 実施場所の変更

(3) 宿泊施設の変更（宿泊を伴う体験活動に限る。）

第７ 変更の承認申請

提出書類 各１部

ア 変更承認申請書（様式第５号）

イ 変更事業計画書（様式第２号）

ウ 変更収支予算書（様式第３号）

エ その他必要と認める書類

第８ 実績報告

(1) 提出書類 各１部

ア 実績報告書（様式第６号）

イ 事業実績書（様式第２号）

ウ 収支決算書（様式第３号）

エ その他必要と認める書類

(2) 提出期限

事業完了の日から起算して30日を経過した日（第５(1)イにより補助事業の中止又は廃止の承認を

受けた場合には、当該承認の通知が到達した日から起算して30日を経過した日）又は補助金の交付

の決定のあった日の属する年度の翌年度の４月10日のいずれか早い日まで

第９ 請求の手続

(1) 提出書類 １部

請求書（様式第７号）

(2) 提出期限

補助金交付確定通知書が到達した日から起算して10日を経過した日まで

第10 概算払の請求手続

提出書類 各１部

ア 概算払請求書（様式第７号）

イ 資金状況調べ（様式第４号）
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附 則

１ この告示は、令和４年４月１日から施行する。

２ 地域における通学合宿等事業費補助金交付要綱（平成25年静岡県告示第432号）は廃止する。

別表

事業の区分 宿泊数 補助率（額）

日帰りによる体

験寺子屋事業
－

第３(1)に掲げる経費に２分の１を乗じて得た額（算出された額に

1,000円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てた額）以内

とし、４万円を限度とする。

宿泊を伴う体験

寺子屋事業

１泊

第３(1)に掲げる経費に２分の１を乗じて得た額（算出された額に

1,000円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てた額）以内

とし、４万円を限度とする。

２泊以上

第３(1)に掲げる経費に２分の１を乗じて得た額（算出された額に

1,000円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てた額）以内

とし、６万円を限度とする。
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様式第１号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

体験寺子屋事業費補助金交付申請書

年 月 日

静岡県知事 氏 名 様

所在地

名 称

代表者 氏 名

年度において体験寺子屋事業を実施したいので、補助金を交付されるよう関係書類を添えて申

請します。

なお、交付決定の上は、概算払されるよう併せて申請します。

１ 交付申請

(1) 金額 円

(2) 事業の目的

２ 概算払の承認申請

(1) 金額 円

(2) 理由

(3) 時期

口座振替先 金融機関名

支店名

口座種別

口座番号

口座名義人（カナ）

（注） 以下の項目についても記載すること。

責任者 職・氏名

作成者 職・氏名
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様式第２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

事業計画書（変更事業計画書、事業実績書）

１ 事業名

２ 実施内容

（注） 変更事業計画書の場合は、変更前の計画を上段に括弧書きし、変更後の計画を下段に記載す

ること。

団体名

代表者氏名

事業担当者氏名

体験活動の目的

体験活動の内容

実施期間

実施場所

（宿泊施設を含む｡)

対象者
学年：

人数：

運営体制

年間スケジュール

ボランティア等

関係機関
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様式第３号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

収支予算書（変更収支予算書、収支決算書）

１ 収入の部

２ 支出の部

区 分

予算額

(変更予算額)

（決算額）

（予算額）

比 較

備 考
増 △減

円 円 円 円

計

区 分

予算額

(変更予算額)

（決算額）

（予算額）

比 較

備 考
増 △減

円 円 円 円

計
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様式第４号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

資 金 状 況 調 べ

（注） 未経過の月分については、見込額を計上すること。

区分

月別

収 入 支 出 差
引
残
高

計 計

月
円 円 円 円 円 円 円 円 円

月

月

月

月

月

月

月

月

月

計
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様式第５号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

体験寺子屋事業計画変更承認申請書

年 月 日

静岡県知事 氏 名 様

所在地

名 称

代表者 氏 名

年 月 日付け 第 号により補助金の交付の決定を受けた体験寺子屋事業の計画を次のとお

り変更したいので、承認されるよう関係書類を添えて申請します。

１ 計画変更の理由

２ 変更の内容

（注） 以下の項目についても記載すること。

責任者 職・氏名

作成者 職・氏名
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様式第６号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

実 績 報 告 書

年 月 日

静岡県知事 氏 名 様

所在地

名 称

代表者 氏 名

年 月 日付け 第 号により補助金の交付の決定を受けた体験寺子屋事業が完了した

ので、関係書類を添えて報告します。

（注） 以下の項目についても記載すること。

責任者 職・氏名

作成者 職・氏名
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様式第７号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

請求書（概算払請求書）

金 円

ただし、 年 月 日付け 第 号により補助金の交付の確定（決定）を受けた体験寺子屋事業

の補助金として、上記のとおり請求します。

年 月 日

静岡県知事 氏 名 様

所在地

名 称

代表者 氏 名

（注） 以下の項目についても記載すること。

責任者 職・氏名

作成者 職・氏名


